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【資料３－１】



　計画策定の背景と趣旨
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※「市町内での移動を担うもの」については、
各市町における地域公共交通計画において、
あり方等を定める

〇計画期間
　令和４年度から令和８年度までの５
年間

〇計画の区域
　福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、
京丹後市、伊根町、与謝野町

〇交通機関の役割と計画での位置づ
け（対象交通機関）
　広域での移動を担う、「圏域外からの
移動を担うもの」、「圏域内の市町間の
移動を担うもの」について目標や実施施
策を定め、取組を推進



　基本方針と実施事業
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　本計画では、公共交通へのマインドセット（固定観念）の転換のため、３つの施策目標の
もと、京都府北部７市町（福知山市、舞鶴市、綾部市、宮津市、京丹後市、伊根町及び
与謝野町）を一つの経済・生活圏と捉え、自家用車に過度に頼らなくても、圏域全体をスト
レスなく移動ができる、持続性の高い広域交通ネットワークを形成することにより、一人ひとりが
安心して日々を過ごすことができる、「持続可能な便利で多様なニーズに応える北部の交通圏
域」を目指します。

　<目指すべき将来像の実現に向けて>
◆自家用車の運転ができなくなった時でも、公共交通の使い方を知っていることが、自分が交通弱者にならないために必要と
なります。そのために、自家用車ばかりに頼るのではなく、今から少しでも公共交通に触れる、公共交通「も」利用して移動し
ておくことが大切になります。
◆日々を過ごす中で公共交通を利用されている方の満足度が向上する取組みを進め、自家用車に比べ不便といった、公
共交通に対するマイナスのマインドセットを転換していく事が必要となります。
◆観光客が多い本圏域においては、観光による地域振興を推進しており、インバウンドを含む圏域外の来訪者にとって、利
用しやすい移動手段の確保に努めていく必要があります。
◆持続可能な公共交通とするためには、ＡＩやＩＣＴ技術等の導入、「地方におけるSociety5.0」に向けた公共交通の
あり方や、高齢化等に伴うドアto ドア需要等、地域の実情に応じた多様な移動ニーズへの対応が求められます。
◆近年の甚大化する災害（平成30 年７月豪雨等）への備えや新型コロナウイルス感染症拡大に伴う日常の変化など、
防災・減災対策並びに代替輸送等、社会情勢に応じた公共交通が果たす役割が求められます。



　３つの施策目標
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　実施施策
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目標１　公共交通利用者の満足度がより高まるサービスの実現
　方策１　交通結節点での乗り継ぎを考慮した運行ダイヤの調整
　方策２　路線バス等の運行ルートの見直し
　方策３　待合施設の環境整備（Wi-Fi や多言語表示の整備など）
　方策４　圏域の公共交通利活用ガイドの作成・活用
　方策５　MaaS など利用者目線での利用促進や新たな利用者の掘り起こし

目標２　だれもが公共交通の使い方を理解し、移動することが楽しく
　　　　　なる圏域の実現
　方策６　高齢者や低年齢層を対象とした公共交通のお試し乗車会等の実施
　方策７　運転免許証返納前の段階における高齢者の利用促進

目標３　自家用車に過度に頼らないまちづくりや広域観光と連携する
　　　　　公共交通の実現
　方策８　公共交通による周遊観光ルートの検討
　方策９　医療や公共施設等広域拠点への効率的な運行ルートの検討
　方策１０　公共交通事業者の人材不足の解消
　方策１１　規模災害時のリダンダンシー機能の確保



　実施施策
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　実施施策
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　実施施策
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